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令和4年度国分寺市介護老人保健施設すこやか及び

国分寺市高齢者在宅サービスセンターふれあい指定

管理に係る事業報告について

令和3年12月24日付けで締結した、国分寺市介護老人保健施設す

こやか及び国分寺市高齢者在宅サービスセンターふれあい指定管理

に係る協定書第26条の規定に基づき、別紙のとおり事業報告書を提

出いたします。

記

1 提出書類

①令和4年度すこやか.ふれあい事業運営報告

②指定管理者自己評価票
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令和4年度すこやか*ふれあい事業運営報告

I国分寺市介護老人保健施設すこやか

1.すこやかの事業について

介護老人保健施設すこやかは、入所施設定員50名・通所施設定員30名(R4.4時点24

名、R4.10時点30名に変更)の施設開設認可を受け、介護老人保健施設.短期入所療養介

護・通所リノ\ビリテーションの3事業を行っています。

2.職員配置について

介護老人保健施設の運営については厚生労働省令に、医師、看護師、介護職、薬剤師、$里

学療法士等、介護支援専門員、管理栄養士、支援相談員他、様々な専門資格等を持った職員

の配置基準が定められています。しかしこの人員配置基準は入所者100名に対し1名配置と

される基準(医師、支援相談員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、栄養士または管理

栄養士、介護支援専門員)が含まれており、50床という老人保健施設としては小規模な当施

設もこの基準に則り職員を配置することになります。リハビリテーション機能の強化、相談

体制の充実等他職種連携による質の高いサービス提供に取り組んでおります。

一方、厚生省老人保健福祉局企画課長通知により、省令に定める職員配置基準は最低基準

であり、開設者は施設、設備、運営の向上に努めることを求められています。

そのため、老人保健施設の省令に定める職員配置基準は、利用者3人に1人の看護・介護

職員配置とされていますが、当施設は1.88人に1人の職員配置となっており、全国の老人

保健施設看護・介護職員平均配置人数は、利用者2.3人に1人と比較して手厚い配置となっ

ています。

また、通所リノ\ビリテーション事業の配置状況についても入浴介助や送迎の添乗など利用

者の安全確保等のため、省令に定める職員配置基準を上回る職員を配置しております。

常勤換算後の職員数(R5.3末)

医師(施設長)

施設サービス課長

看護職員

介護職員

支援相談員

介護支援専門員

理学療法士又は作業療法士

言語聴覚士

管理栄養士

薬剤師

施設管理課長

事務員

常勤換算後の職員数

1

1

7.2

23.7

1

1

4.2

0.5

1.3

1

1

1.5

(参考)仕様書

1

1 (兼務可)

5以上

12以上

1

1 (兼務可)

1以上

1

1

1 (兼務可)

1以上(兼務可)

※常勤換算：常勤職員1人当たり1日8時間勤務として算出



当協会職員には3種類の雇用形態があります。

.正職員：雇用期間の定めのない常勤の職員で、定期昇給.賞与.退職金制度が適用されま

す。

・常勤職員：期間雇用の常勤職員で、定期昇給、年2回の加給金は支給されますが、退職金

制度はありません。なお、入職から5年以上の雇用者は、期間の定めはありません。

・バート職員：半年每の雇用契約で、賃金は時間給で支払われ、退職金の支給はありません。

当老人保健施設も、開設当初は正職員が多く配置されていましたが、利用者の安全を確保

する等の必要から人員増が必要となり、常勤職員とバート職員の雇用を進め、人件費の増大

を抑えて来ました。

また、期間雇用労働者に関する法律の改正や雇用環境の変化に対応するため、当協会では、

平成27年度から人事考課制度を本運用しております。

3.稼働率及び運営状況について

当施設の短期入所含む入所について、令和4年度の年間平均稼働率は95%であり、入所延

べ人数は短期入所を含め17,289人、前年度比584人増となり3.5%程度増加しております。

要介護度3～5の占める割合は約60% (前年度約60%)でした。

退所者の状況としては、在宅復帰者の割合は約34%と前年度より約9%多くなり、医療機

関へ退所される方は34%と前年度より約15%少なくなりました。咋年度末より、作業療法

士等を増員するなどリハビリテーション強化を進めてきていること力も一つの要因となって

いると考えられます。

また、在宅介護支援施設の役割として、在宅サービスである短期入所ま養介護の利用者を

多く受け入れました。延べ利用者数1,407人と前年度1,240人から延べ167人多く受け入

れ、地域のケアマネジャーをはじめとした在宅介護サービス事業所連携し、在宅での介護者

の支援を果たしています。

通所リハビリテーションや通所介護サービス、訪問介護を併用している方も多く、法人全

体としても在宅介護支援を果たしています。

今後も在宅生活を続ける高齢者やその家族の支援を可能な限り行っていきたいと考えて

おります。

通所リハビリテーション(予防を含む)は、国分寺市公設民営の老人保健施設として、リ

ノベビリテーションの強化を図るため、年度当初より、定員を15人から24人と増やしまし

た。その後もリハビリを受けたいというニーズが多くあったため、さらに10月に定員を30

人に増やしました。定員変更に伴い、機能訓練室レイアウト変更等を行うとともに、年度内

に作業療法士を増員し、体制の強化を図りました。

定員の変更により、利用者数合計は5,350人(前年度比2,029人増)で、年間平均稼働率

は68% (前年度77%)、月平均利用者数は445.8人でした。

新型コロナウィルス感染拡大防止に向けた取り組みとして、手洗い、消毒、マスクの着用

の他、全職員に対して週1回のPCR検査の実施及び介護、看護、リハビリ等、直接利用者

と接する職員に対して週1回の抗原検査を実施しています。しかしながら、8月には新型コ

ロナウィルスの感染者及び濃厚接触者が職員を含め複数発生したため、感染拡大防止対策と

して3日間通所事業所を営業停止とし、さらに12月には入所担当職員11名、入所利用者

10名の感染により、新規入所及び短期入所受入れの一時停止を余儀なくされました。今後

も感染防止対策の徹底を図り、感染拡大防止に努めてまいります。また、感染疑いの方に対

する対応では現場でもできる限りの対策をしながらサービス提供を続けている状況です。
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4.損益について

令和4年度通所リハビリテーションの1日あたりの定員を変更したことに伴い、通所リハ

ビリテーションの収入が大きく増加しました。また、入所の稼働率は年間で95%であり、前

年度92%から3 %利用率の増加したこともあり、増収につながっています。結果として、経

常収入は359,536千円、経常支出は349,067千円となり、10,469千円の増収となりました。

5.地域との交流について

例年は50名を超える方にボランテイアとして参加していただき、シーツ交換や傾聴等の

ご支援をお願いし、また、地元の国際理美容専門学校の学生さんが每月来所され、ボランテ

イアで利用者にネイルアート、お化粧をしていただいておりました。

每月開催する誕生会に加え、敬老会、感謝祭、JA女性部のご協力をいただき盆踊りを参

加者全員で踊る納涼祭など、様々な行事を行い、さらに、地元中学生の職場体験や、教員志

望大学生の介護等体験事業、介護福祉士志望学生の実習、近隣の市立4小学校児童との交流

等実施していました。

し力、し、新型コロナウィルス感染防止による様々な制約により、全ての活動が制限されま

した。次年度は、新型コロナウィルスが2類相当からの5類へ移行しますが、高齢者施設で

あることを鑑み、必要な感染防止対策を図りながら、状況に応じた部分的な再開を検討して

いきます。

6.職員の研修について

当施設では年間の研修計画に基づき、職員等が交代で講師を務め、開催時期に応じたテー

マで内部研修を開催しております。令和4年度は45の研修を80日間行い、延べ387名の

職員が参加しました。

また、東京都、多摩立川保健所、老人保健施設協会、社会福祉協議会他、さまざまな機関

等から研修会の案内が届き、必要と思われるものに職員を参加させ、参加した職員が内部研

修の講師となって、最新の知識を職員全員が共有するよう努めております。

7.その他

面会については、令和3年11月24日付厚生労働省健康局結核感染症課ほか連名事務連

絡「社会福祉施設等における面会等の実施にあたっての留意点について」において、「面会

については、感染経路の遮断という観点と、つながりや交流が心身の健康に与える影響とい

う観点から、地域における発生状況等も踏まえ、可能な限り安全に実施できる方法を検討す

ること」とされました。

この内容を踏まえ、面会受け入れの再検討を行っておりましたが、感染者の状況を踏まえ、

面会制限を維続し、咋年度と同様の方法としてガラス越しでインターフォンでの会話をして

頂く形での面会を継続しました。
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n国分寺市高齢者在宅サービスセンターふれあい

1.ふれあいの事業について

国分寺市高鈴者在宅サービスセンターふれあいは、今年度より、定員を24人から15人に

変更したことに伴い、市町村が管轄する地域密着型通所介護(予防を含む)に変更しました。

地域密着型通所介護施設を運営する事業者は、運営推進会議の開催が義務付けされていま

す。今年度は、12月と3月に2回開催し、利用者、家族、地域住民の代表者、国分寺市職員

又は地域包括支援センター職員等12名(各6名)の方にご参加いただき、施設で提供して

いるサービス内容等を明らかにして、地域に開かれたサービス、サービスの質の確保を図り

ました。

今年度においても新型コロナウィルス感染者及び濃厚接触者が職員を含め複数発生した

ため、感染症拡大防止対策として3日間の営業を停止いたしました。そのほか営業停止には

至らないまでも、家庭内感染の発生による濃厚接触者となった場合や他通所施設での接触状

況により利用を控えていただく状況が年間を通して続きました。職員も細心の注意を図り対

応し、利用者に対しても、感染リスクを避けるため、家庭内でできる感染防止についても理

解を促し、健康観察等ご協力いただきました。

2.職員配置について

地域密着型通所介護施設の運営については厚生労働省令に、生活相談員、看護師、介護職

員、機能訓練指導員等有資格者の配置基準が定められています。

さらに、厚生省老人保健福祉局企画課長通知により、厚生省令に定める基準は最低基準で

あり、開設者は施設、設備、運営の向上に努めることを求められています。

厚生省令による通所介護施設の人員配置基準

生活相談員 サービス提供時間に応じて専従で1以上

看護職員 専従で1以上

介護職員 利用者の数が15人までは1以上、15人を超える場合にあっては利

用者1人増すごとに0.2を加えた数以上。

機能訓錬指導員1以上

各種加算の算定をするためには、人員配置基準よりも手厚い配置が必要となります。

当施設は同じフロアーで通所リハビリテーションを同時に行っているため、一体的にサー

ビス提供が可能であり効率性を意識した運営をしています。しかし配置基準は事業所単位と

なっていることや、2事業所運営に必要な事務負担の効率化は望めず、大きな課題となって

います。

常勤換算後の職員数(R5.4)※常勤換算：常勤職員1人当たり1日8時間勤務として算出

管理者

看護職員

介護職員

生活相談員

機能訓練指導員

事務員

常勤換算後の職員数

1

1.3

4.2

1

1.3

1

(参考)仕様書

1 (兼務可)

1以上(兼務可)

2以上(兼務可)

1以上(兼務可)

1以上(兼務可)

1以上(兼務可)
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3.稼働率.収益状況について

当施設の令和4年度の年間平均稼働率は59%で、前年度比1%減、年間合計利用者数は

2,573人、前年度比1,565人減少しております。月平均利用者数は214.4人でした。経常収

入は28, 111千円、経常支出は46, 808千円となり、18,697千円の経常損失を計上しました。

稼働率低下の理由は上記で触れているとおりですが、利用対象者については要介護者に限

らず、要支援者の受け入れも行い柔軟な対応に努めています。

直近3年間の実績推移

利用者数等

稼働率 (％)

延利用者人数(人)

平均介護度

令和3年度

60

4,138

2.1

令和4年度

59

2,573

2.1

収支

経常収入(千円)

経常支出(千円)

損益(千円)

令和2年度

47,651

58,136

A10,485

令和3年度

41,320

48,364

A7,044

令和4年度

28, III

46,808

A18,697

ふれあい会計の借入金会計別残高推移(千円)

借入先会計 令和2年度 令和3年度

すこやか会計(短期借入金) 6,989 7,258

法人会計(短期借入金) 47,158 39,270

法人会計(長期借入金) 963 14,146

借入残高(計) 55, 110 60, 674

令和4年度

6,077

39,259

33,523

78,859

※今年度より定員を24人から15人とし事業規模の縮小を図っているが、人件費等の経費

削減を図れないため、次年度以降も借入金依存度が増加する懸念がある。

4.地域との交流について

当施設は地域に開かれた施設をめざし、地域にお住まいの方にポランテイアとして参加し

ていただき、特に趣味生きがい活動では、老健施設と同様、音楽や手芸、書道、絵手紙、ち

ぎり絵、詩吟など、職員では対応できない様々な特技をお持ちの方に参加していただいてお

りました。しかし、令和2年度から引き続き、新型コロナウィルス感染症拡大防止を目的に

通所施設内でのボランテイア受け入れを中止していますが、園芸ボランテイアの方々には、

屋外で花や野菜を育てていただき、通所利用者や道行く皆さんに楽しんでいただきました。

多くのボランテイア活動に制限があるため、職員でできる限り対応し、新型コロナウィル

ス感染症拡大防止対策を行いながら、利用者の安全とサービスの質の維持.向上に努めてい

ます。

また、今年度からは地域密着型通所介護サービスとして地域の住民や関係機関の方を招い

た運営推進会議を開催し、地域住民への活動紹介等行っています。

5.職員の研修について

当施設では年間の研修計画に基づき、職員が交代で講師を務め、開催時期に応じたテーマ
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で内部研修を開催しております。令和4年度は25の研修を26日間行い、延べ246人の職

員が参加しています。

また、外部研修はすべてオンライン研修の受講となり合計12回の研修に延べ35人の職

員が参加しました。
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介護老人保健施設すこやか利用状況

病状が安定し入院治療の必要のない要介護高齢者等を対象に、介護老人保健施設内で、医学的
管理のもとで、リハビリテーションや介護.その他必要な医療を行い、自立した日常生活が営むこと
力びきろようなサービスを提供しました。

①入所延人数 (単位:人)

月要介護1要介護2要介護3要介護4要介護5 合計

4 213 336 395 111 240 1,295

5 250 396 407 97 206 1.356

6 300 362 358 90 180 1.290

7 300 301 367 133 204 1,305

8 266 217 450 145 245 1,323

9 234 196 555 145 195 1.325

10 248 216 524 182 220 1.390

11 253 226 397 205 240 1,321

12 218 223 431 210 233 1,315

1 241 235 419 198 179 1,272

2 237 263 377 250 145 1.272

3 217 270 503 315 113 1,418

合計 2,977 3,241 5,183 2,081 2,400 15,882

(2)短期入所延人数

月要支援1要支援2要介護1
4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

38

56

58

55

22

10

4

0

0

6

3

8

260

要介護2

41

37

31

33

57

38

25

32

1

26

26

25

372

要介護4

34

28

24

18

22

32

25

26

9

31

41

24

314

(単位:人)

要介護5 合計

12 129

21 149

19 163

28 168

25 163

31 130

35 95

28 104

3 13

25 106

11 104

9 83

247 1.407

③通所リハビリテーション利用延人数

月要支援1要支援2要介護1要介護2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

8

6

10

8

7

9

7

7

5

7

8

11

93

26

26

33

28

25

25

27

26

25

22

21

44

328

118

119

156

162

127

131

134

119

126

117

106

146

1,561

143

126

147

157

121

138

172

144

142

159

149

164

1,762

ぐ令和4年4月より通所リハ定員を15名力も24名に変更し

要介護4

61

59

59

47

42

42

28

28

37

32

16

40

491

ぐ単位

要介譲5

23

24

37

32

27

30

41

36

41

38

43

43

415 5

10月より通所リハ定員を24名から30名

:A)

合計

448

422

499

491

395

423

463

420

426

430

400

533

,350

変更した
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高齢者在宅サービスセンターふれあい利用状況

居宅で生活している要支援‘
味・生きがい.日常動作訓練‘

要介護者等に対し、通所による施設サービスを行い、必要な趣
入浴.食事.送迎サービスを提供しました。

利用延人数

月要支援1

44

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

5

4

5

3

3

4

4

4

3

3

5

47

要支援2

8

4

4

3

5

3

4

4

0

0

0

0

35

要介護1
91

61

64

60

64

69

77

74

73

60

58

71

822

要介護2

77

79

93

87

66

89

87

75

73

69

60

63

918

要介護3

15

23

26

35

24

29

32

39

52

51

57

60

443

糸令和4年4月より、通所介漢定員を24名から15名に変更した。

(単位:人)

要介護5 合計

16

16

10

11

10

9

9

8

12

6

6

6

119

223

202

218

223

186

215

226

223

234

206

197

220

2,573
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研修時受講状況・活動状況等

@介護実習生受入及び介護体験等受入状況
介護老人保健施設すこやかで、高齢社会を担う専門職の育成として、新型コロナウィ
ルスの状況を考慮しつつ、感染防止対策を講じた上、介護実習生の受け入れ(1年生
のみ)を行いました。

介護実習生受入状況

実習生受入課 介護老人保健施設すこやか

学校名 十文字学園

実施日数

8

出席延人数

2

o教員免許取得の為の介護体験受入

介護体験受入課 ふれあい 実施日数出席延人数

学校名 今年度は受入なし

※新型コロナウィルスによる感染防止のため、主催者側で中止の判断となりました。

すこやか

実施日数出席延人数

o介護体験ボランティアの受け入れ

介護体験受入課 ふれあい 実施日数出席延人数

受け入れ先 今年度は受入なし

※新型コロナウィルスによる感染防止のため、主催者側で中止の判断となりました。

@職員の研修会及び講演会の受講状況
協会内や東京都などの研修会・講演会・勉強会・会議等を通じて、職務上必要な知
識-情報・技術等幅広い知見を得て、自己の資質向上を目指し利用者の支援に活用
しています。

o介護老人保健施設すこやか

外部研修受講

研修名等

1介護老人保健施設における他科受診にっいて(全老健) 1 3

2実地指導から運営指導へ～新年度のむ政指導は何が変わるのか～ 1 2

3在宅介護事業所における働き方改革にっいて 1 2

4 LIFEの意義と必要性 1 3

5高次脳機能障害のある方の家族が考えること(初めて向き合う高次脳機能障害) 1 4

6 BGP策定講座入門編 1 1

7 BGP策定講座感染症編 1 1

8 2022年度『職員基礎研修会』 1 1

9介遵老人保健施設における他科受診について(都老健) 1 2

10次世代介護機器の導入前セミナー 1 7

11社会福祉施設における労働災害防止講習会 1 1

12介護.看護における腰痛災害防止にっいて 1 1

13第16回東京都介護老人保健施設大会 1 1

14国分寺市高齢者虐待対応研修 1 1

15これ力、らの食支援のあり方.取り組み方を考える 1 1

16ケアプラン作成とライフ加算マネジメント 1 2

17介護施設等で発生しやすい感染症 1 2

18高齢者福祉施設におけるサービスマナー研修会 1 3

19第10回栄養管理講習会食べるを考える～Q0ひ栄養～ 1 1



20 BGP策定講座(感染症)

21 BGP策定講座(自然災害)

22新型コロナ感染防止対策実地研修

23摂食嚇下機能支援シンボジウム

24施設利用者の自立支援・重度化予防を支える専門職となるために

25高次脳機能障害失語症について

26支援者向けメンタルヘルス研修

27令和4年度介護老人保健施設に対する集団指導

28栄養管理講習会給食施設における災害の備え

29採用担当者研修

30摂食機能の実力おいしく、楽しく、免疫力向上

31令和4年度支援相談員部会介護支援専門員部会合同WEB研修

32リハビリテーション講演会「地城リハビリテーション」

計

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

33

o介護老人保健施設すこやか

内部研修受講

研修名等

1消火器の使い方と設置場所

2介護技術(実技)移乗・移動

3新職員指導にっいて

4緊急時の対応手順(急変・転倒・救急車要請の判断)

5食中毒と手洗い

6緊急時の対応(意識障害・脳梗塞・脳出血)

7熱中症と脱水症けu用者含む)

8認知症ケアのコミュニケーション方法レ巧デーション」

9 口腔衛生と誤礁

10新職員へのリスク‘安全研修

11介護技術(実技)更衣・自立支援とは

12事故発生予防と再発防止

13認知症の介護

14 DEMBASEによる認知症ケア(BPSD)のアプローチ

15緊急時の対応(誤嚇.窒息)

16サービス協会接遇マニュアル

17施設サービス計画書の基本的な流れについて

18緊急時の対応(骨折)

19新任職員研修(感染症対策'標準予防策と防護用具につレ、て)

20肺炎(間質性含む)と結核の予防と院内感染対策

21虐待・身体拘束とは

22誤轉性肺炎

23新任職員研修(身体拘束)

24自衛消防訳練

25見守りについて

26防災訓練
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27レタリェーションについて

28インフルエンザとノロウィルス

29 口腔衛生と誤嚇

30利用者様とのコミュニケーションについて

31虐待.身体拘束について

32実習生の指導にあたっての注意点

33感染症.防譲服の着脱について

34脳梗塞.脳出血とワーファリン

35介護技術(入浴)

36食事と栄養

37褐療予防

38倫理及び法令遵守

39新任職員へのリスク・安全研修

40介護者の健康づくり

41感染症予防と節制時の対応について

42介護技術(株溜・おむつ交換)

43認知症疾患患者に使用される薬剤にっいて

44糖尿病について

45介護現場で役立つアンガーマネージメント

計

o高齢者在宅サービスセンターふれあい

外部研修受講

研修名等

1在宅介護事業所における働き方改革にっいて

2しIFEの意義と必要性

3次世代介護機器の導入前セミナー

4ケアプラン作成とライフ加算マネジメント

5 Bcp策定講座(感染症)

6 Bcp策定講座(自然災害)

7新型コロナ感染防止対策実地研修

8施設利用者の自立支援.重度化予防を支える専門職となるために

9高次脳機能障害失語症について

10令和4年度介護老人保健施設に対する集団指導

11採用担当者研修

l2摂食機能の実力おいしく、楽しく、免疫力向上

ふれあい

実施日数出席延人数

計

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

12

2

3

3

2

2

2

6

4

4

2

1

4

35

o高齢者在宅サービスセンターふれあい

内部研修受講

研修名等

1組織について

2車いすの移乗介助について

3身体拘束.ブライバシーについて

4階段の上り下り

ふれあい

実施日数出席延人数

1 7

1 9

1 9

1 9
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5食事の介助

6通所介護予防にっいて

7食中毒

8水分摂取の必要性

9新型コロナウィルス感染症

10進行性核上性麻庫にっいて

11避難訓練(地震発生時)

12移動と移乗にっいて

13避難訓練(消火器、タンカー、AEDの配置確ぽと消火器の使用練習)

14永久気管孔の入浴介助について

15送迎中の異変時の対応について

16食事介助実習

17報連相について

18嚇下障害と誤嚇性肺炎について

19尿路感染症について

20身体拘束にっいて

21入浴中の事故防止対策

22コンプライアンス(法令遵守)につレ、て

23認知症について

24 Hlv.Aのsについて

25バーキンソン病について

計

@す :やか、ふれあいの活動行事

ご利用者が心身とも、健康に過ごすためには「楽しみjや「生きカル、」は欠かせませ
ん。すこやか・ふれあいでは、さまざまなレクリェーションや趣味活動及び運動を行いま
した。体を動かすことで心身機能の維持向ム手先や頭を使うレタリェーション・音楽鑑
賞により脳の活性化を図りました。また、利用者同士のふれあいを大切にした一日の活
動プログラムを作成し実施しています。敬老会では、長春の節目を迎えられた方に賀
状を手渡しお祝レ、をしました。

0介護老人保健施設すこやか

活動行事内容 実施日数

4月ドライブで利用者様の気分転換をはかる 9

5月ゲームを楽しんでいただく 1

6月室内でできることを提供し、利用者様同士の交流をはかる 9

7月納涼祭 1

8月スイカ割りで季節感、高揚感を体験してレ、ただく 1

9月敬老会 1

10月運動会 1

11月足浴と喫茶 6

12月コロナウィルス感染症の為中止 0

1月ゲーム大会 4

2月立春お楽しみ会(ゲーム) 1

3月お花見ドライブ 6

計 40

参加延人数

39

27

36

48

36

45

41

20

0

72

40

18

422
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0介護老人保健施設すこやか
ボランテイアによる定期活動

園芸ボランテイア

車椅子ステーション

0高齢者在宅サービスセンターふれあい

活動行事内容

7月納涼祭

9月敬老会

12月地域密着型サービス運営推進会議(第1回)

3月地域密着型サービス運営推進会議(第2回)

3月感謝祭

実施日数

10

12

計 22

実施日数

1

1

1

1

1

計 5

参加延人数

20

12

32

参加延人数

30

28

6

6

30

100

0高齢者在宅サービスセンターふれあい

ボランテイアによろ定期活動

園芸ボランテイア

実施日数

1

参加延人数

2

0高齢者在宅サービスセンターふれあレ-
べ 実施日数参加延人数

今年度はイベントなし

※新型コロナウィルスによる感染防止のため中止となりました。

@防災訓練
施設のご利用者及び職員を対象に、防災訓練を実施しました。災害が起きた時に

は、日頃の訓練が役に立ちます。いざとレカ時、一人ひとりが慌てず迅速な行動を取る
ことが重要になります。

o介護老人保健施設
実施日数

1

すこやか

参加延人数
9

高齢者在宅サービスセンターふれあL

実施日数 参加延人数
1 36

@普通救命講習

緊急時の応急処置として、命を守る知識と自主救護能力の向上を目的に、人ェ呼吸
法.心臓蘇生法・AEDの使い方.止血法などを行いました。救急車到着までの応急手当
の重要性を習得することができました。

o介護老人保健施設

実施日数
1

すこやか

参加延人数
10

高齢者在宅サービスセンターふれあレ

実施日数 参加延人数
1 12



◎施設設備改善

施設内で、ご利用者の生活環境の安全及び維持向上を図ろため、年数の経過した
設備を入替(導入)しました。

o介護老人保健施設すこやか

設備改善内容

1やかん湯沸5L

o高齢者在宅サービスセンターふれあレ

すこやかふれあい
1

2ユ.

3マジバベノけ

4電動ポット

5標準失語症検査用用具セット
6スピーチリハビリテーション1卷'
7居室電源スイッチ
8スイングアーム介助バー
9人ェ樹木バンブー(七夕用)
10ハンド圧力計

11湿温蔵庫

12冷蔵庫
13モジュール式軍椅子
14リハビリ用セラバンド

isウオータージヤグ
16スローダウン機構付暖房便座
17 �l-I/��-�iJA-�'yl-l���yb
18ダストカート+ダストカート布袋

19スイングアーム介助バー
20電子血圧計

4卷

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

実施時期
4月

4月

4月

4月

4月

4月

5月

5月

5月

6月

7月

7月

7月

9月

10月

12月

1月

2月

2月

2月



◎介護老人保健施設「すこやかj及び高齢者在宅サ‘
の新型コロナウィルス感染状況

「ふれあい」施設内で

0 7月24日～29日まで、「ふれあい」看護職員及び介護職員5名の感染者が発生し、感染
経路が不明であり、感染拡大のリスクを回避するため、8月3日～5日までの3日間、地
城密着型通所介護及び通所リノゼリの2事業所を閉鎖し職員は自宅待機としました。
その結果、それ以降の感染者は発生しませんでした。

011月28日「すこやか」介護職員の感染が発生し12月3日に「すこやか」利用者の感染
を確認、レッドゾーンの設定、個室対応(食堂の閉鎖、ディスポーザー食器の使用)、防
護服の着用、入浴及びリハビリテーションの中止等の感染拡大防止対策を行いました
力もその後12月22日までに、利用者10名、職員11名が感染しうちれ用者5名が国分
寺病院に入院しました。

※新型コロナウィルス感染拡大防止の対応について

0全職員に対して、出勤時の検温(検温表に記録)・手指の消毒・マスタ着用を徹底しまし
た。

0全職員に対し、「正しい手の洗い方と手指消毒」「マスタの着用を含む咳ェチケツl、j 「勤
務前の検温」r日常の健康管理」等について指導しました。また各課で、新型コロナウィ
ノレス感染症の対応につレ、て内部研修も行レ、ました。

0全職員及び警備・清掃・厨房の委託業者職員に対して、PGR検査(東京都福祉保健局
「高齢者施設職員等に対する集中的検査」)を毎週実施してレます。さらに看護職、介
護職、リハ職、生活相談員など、利用者と直接接する職員にっいては、抗原検査キット
による検査も併せて毎週行いました。

0 「すこや力、」では、入所者家族の面会の際は、ガラス越しで対面し会話はインタ、
ンで行うなどの感染防止対策を図りました。

-フオ

0 「すこやか」では、自宅からの短期入所(ショートステイ)利用者に、施設入所前に抗原
検査キットにて検査を行い、陰性確認後に入所レ、ただきました。

0 「ふれあい」では、利用者送迎車乗車前の検温・手指消毒、到着時の検温・手洗い・マ
スク着用を撒底しテーブルに飛沫防止板を設置しました。

0在宅サービス課のパート職員(訪問介護員、協力会員)を対象に、PCR検査(東京都区
市町村との共同による感染拡大防止対策推進事業)を6月.9月べ月に実施しました。

0利用者及び職員の感染者を早期に発見するため、濃厚接触者(疑い者含む)及び陽性
疑い者に対して、随時抗原定性検査キットにて検査を行い、感染拡大・集団感染を防
止しました。

0在宅サービス課(ケアマネ、訪問介護)では、始業前に課内什器を消毒し、訪問の際
は、マスタ着用.手洗レ、.手指消毒、ソーシャルディスタンスを傲底しました。

0利用者.家族に対して、感染症予防を撒底するためのお願いの文書を送付し、訪問時
も新型コロナウィルス感染症に対する取り組みを説明しました。



収支決算書
(令和4年度)

令和4年4月1日から令和5年3月31日

設

ョ疋g理

ョモ巨理,-力間

1.収入の部

科目

市補助金
地方公共団体補助金収入
介護職員等処遇改善支援補助金収

事業収入
その他の収入
実質損失

又入nき

2.出のき

科目

人件費

給与メ貴金

社会保険料

手当
その他
事費
消耗品費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
保険料
力#バIJ�バ4

その他
管理費
光熱水費
電気料金
ガス料金
上下水道料金
修繕費
事業費
消耗品費
賃借料
委託費
車両費
材料費
旅費交通費
法人税
租税公課
その他の支出

実質収益

ol

国分.市」し人呆建

- ;SP.団法人国分市建

T和4 4月1日から

【指定管理業務に係る決算報告】

設こやか

I止サービスカカュ

T和5 3月31日

予も、
(A)

28,000,000

5,774,000

1,382,000

322,968,000

816,000

予も、

(A)

249,685,800

168,755,100

28,398,000

46,464,000

6,068,700

2,751,850

976,250

80,500

600,000

199,450

10,500

536,000

349,150

28,561,500

28,271,000

10,653,500

7,591,200

10,026,300

290,500

74,713,325

2,970,000

3,753,000

39,980,000

1,022,575

26,892,000

95,750

0

503,000

1,807,100

; も-、

(B)

27,943,000

10,275,293

1,384,294

319,165,320

768,162

358,940,000 359,536,069

; を

(B)

247,213,447

168,517,837

27,140,519

46,398,056

5,157,035

2,379,593

799,018

5,852

595,345

170,337

3,268

535,819

269,954

27,226,330

27,004,734

10,932,500

8,621,400

7,450,834

221,596

70,222,831

2,515,299

3,489,218

39,560,120

900,652

23,705,301

52,241

0

416,941

1,608,088

358,022,575 349,067,230

予し半

(B-A)

99.8%

178.0%

98.8%

94.1%

100.2%

予し;

(B-A)

99.0%

99.9%

95.6%

99.9%

85.0%

86.5%

81.8%

7.3%

99.2%

85.4%

31.1%

100で％

77.3%

95.3%

95.5%

102.6%

113.6%

74.3%

76.3%

94.0%

84.7%

93.0%

98.9%

88.1%

88.2%

54.6%

82.9%

89.0%

97.5%

注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記戴すること。
【予算の補正】
別添のとおり

(単位：H)

摘要

※公衆雷話-テレビカ-卜'’自販機手数料

(単位：円)

摘要

※通勤手当は課税対象

※退職引当金.福利厚生費

炎

炎

炎

糸

糸

糸

糸

※職員被服費、研修費、会議費

糸

X

X

糸

X

糸

糸

※生活用品、入浴用品等

※リネンリース等

-X給食委託費等

X

※医薬品、給食材料費等

X

※諸謝金、支払利息、諸会費、難費他



1.収入の部

科目

自主事業に係る収入
実質損失

又入口き

【自主事業に係る決算報告】

予も、

(A)

; も、

(B)

0

0

0

0

0

2.支出の部

科目
予も、 ;・も、

(A) (B)

自主事業に係る支出 0 0
実質収益 0
nl 0 0

【注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。

消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示するこ

予し;

(B-A)

0で％

aoo/o

予し半
(B-A)
0で％

0で％

:と。

(単位：H)

摘要

(単位：円)

摘要

キ旨定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。

※収計に対る総■自己さギ而
令和4年4月より通所リ/\ビリテーシヨンの1日あたりの定員を15名から24名に変更、さらに10月には30名
に変更した。そのナこめ、通所リハビリテーションの収入は大き〈増加しナニ。まナこ、入所や短期入所に関して
は施設内で12月にコロナウィルス感染者が発生したため、利用者の受け入れを中止していだ時期が
あったにもかかわらず、稼働率は95%、増収となつナこ。支出については、燃料費の高騰による光熱費やガ
ソリン代、コロナウィルス感染対策のための消耗品、リハビリ職等の人員増のため人件費が増加した
が、収支は約1〇百万円のプラスとなった。

指定管理期間
指定管理費収入総合計額(円)

指定管理費支出総合計額(円)

け旨定期間中の状況】

令和4年4月1日から令和5年3月31 B

指定管理費市提示の総額上限額(円)

指定期間中の
決算の状況
令和4年度
計

指定期間中の
自主事業の収支状況

令和4年度
計

リ又�

359,536,069

359,536,069

リ又�

0

0

支出

349,067,230

349,067,230

支出

収支

10,468,839

10,468,839

収支

0

0

0

0
 
0

0
 
0



収支計算書別添

【一般管理費(本社経費), 租税公課の算定根拠】

<租税公課>

収入印紙

利子税

印紙税・重量税

消費税

納税証明書

印鑑証明.住民票

合計

法人会計 すこやか会計

72,900

637

28,200

2,020,800

3,400

2,125,937

800

1.900

450

3,150

(法人会計の各会計への按分方法)

当年度の課税収入割合により法人会計の経費を按分している

法人会計

すこやかへの

按分額

すこやか会計分

合計

413,791

3,150

416,941

※本社経費, 租税公課の科目内ボも記載すろこと:

【ぜ入如

当該施設経費

他施設1経費

他施設2経費

他施設3経費

他施設4経費

本社経費

緯額

20,000,000円

18,000,000円

2も000,000円

2も000,000円

1も000,000円

5, 000,000円

105,000,000円

(内訳)人件費, 採用費, 研修費, 租税公課, 減価償却費, 広告費を計上。

(算定)

.按分率：当該施設経費20, 000,000円/ (総額105,000,000円本社経費5, 000,000円)0.2

.当該施設の本社経費：5,000,000円X0.2 1,000,000円



設

g疋目理

g疋呂理,.間

1.収入の部

科目

市補助金
事業収入
護職員等処遇改善支援補助金収

その他の収入
又入qき

2.出のき

科目

収支計画書
(令和4年度)

令和4年4月1日から令和5年3月31日

国分市J -人呆建設こやか
ーホ員団法人国分 建.お止サービスカカe

T和4 4月1日からつ和5 3月31日

【指定管理業務に係る収支計画】

(単位旧)

予算額

28,000,000

308,830,000

1,280,000

750,000

338,860,000

予算額

摘要

("位：円)

摘要

糸

糸

※

※

※

糸

糸

※

※

糸

※

糸

※

炎

糸

糸

糸

※

※

糸

糸

糸

X

通勤手当は課税対象
退職引当金・福利厚生費

職員被服費-研修費■会議費

人件費 233,693,800
給与.賃金 157,052, 100
社会保険料 26,689,000
手当 43,884,000

その他 6,068,700
事務費 2,769,850
消耗品費 996,250
印刷製本費 80,500
通信費 600,000
使用料及び賃借料 199,450
保険料 10,500
フアイナンスリース料 534,000
その他 349,150
管理費 22,626,250
光熱水費 22,565,750
電気料金 8,503,600
ガス料金 6,059,150
上下水道料金 8,003,000
修繕費 60,500
事業費 72,231,325
消耗品費 2,450,000
賃借料 3,753,000
委託費 39,980,000
車両費 892,575
材料費 25,060,000
旅費交通費 95,750
法人税 271,500
租税公課 503,000
その他の支出 1,807,100

出ロミ 333,902,825

注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載する

利用者用食器、生活用品(ペーパータオル、洗剤等)
リハビリ機械-寝具、リネンリース-等
給食委託費・建物管理等

給食材料'介護用品(おむつレ医薬品等

糸諸謝金・支払利息■諸会費・雑費等

二とc

※法人全体の予算額から指定管理すこやかに係る施策を抽出した額であるため、収入額と支出額が
一致していません。



1.収入のき

科目

自主事業に係る収入

又入qき

2. 出のき

科目

【自主事業に係る収支計画】

予算額

0

0

予額
(A)
0

0

摘要

摘要

自主事業に係る支出
出qき

【注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載することc

("位：円)

("位：円)



令和4年度老健すこやか補正予算(1号)原案

収入の部

事業

事業収益

施設介護料収入

施設利用者負担金収入

居宅介護料収入

居宅介護利用者負担金収入

施設利用者等利用料収入

施設利用者等食費収入

施設利用者等居住費収入

居宅介護利用者等利用料収

居宅介護利用者等食費収入

居宅介護利用者等居住費収

その他の事業収入

補助金

地方公共団体補助金収入

国分寺市補助金収入

介護職員処遇改善支援補助金収

雑収入

雑収入

合計

28,000,000

1,280,000

750.000

750.000

338,860,000

補正額補正後予算き. 備考

322,968.000

164,878,000老健施設介護報酬

22,271,000老健施設介護報酬利用者負担金

67,197,000短期'ディケア介護報酬

1 0,444,000短期'ディケア介護報酬利用者負担金

13,160,000室料'教養娯楽’日用品等(入所)

27,674,000 (入所)

9,826,000 (入所)

290,000室料'教養娯楽等(短期’ディケア)

5,935,000 (短期.ディケア)

779,000 (短期)

514,000文書料’主治医意見書'謝礼等

702,000 29,982,000

600.000 600,000

28,000,000

102,000 1,382,000

0 フ50,000

750,000テレビカード販売益’自販機手数料等

14,840,000 353,700,000

4年度当初予算額

補正後予算額

増滅率

338,860,000

353,700,000

4.38%
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令和4年度老健すこやか補正予算(1号)原案

4年度当初

16L731.000

38,658,000

26,591,000

6,060,000

19.000,000

1.100.000

200,000

145.000

0

80.000

600,000

320,000

3,100,000

50.000

70,000

22,550,000

870,000

3,922,000

330,000

1,000

3,000

83,000

39,840,000

の6,000

1,000,000

1.000

326,581,000

補正額捕正後予算て 備考

495,000 162,226,000

38,658,000短時間バート雇用

26,591,000社会保険料事業主負担

6,060,000医薬品

1,832,000 20,832,000食材費'ガーゼ等診療材料費'趣味活動費'おむつ代

1,100,000健康診断他

200,000制服費用等

145,000研修’図書'研修交通費

0

80,000出張旅費

600,000電話'切手他

320,000備品費

3,100,000印刷’日用消耗品

150,000 200,000設備器具修繕費等

70,000

5,700,000 28,250,000電気'ガス'上下水道料(燃料代高騰のため増

870,000燃料費'検査費等

3,922,000コビー・リネン-分包機.マット・寝具等リース

330,000賠償保険’自動車保険等

1,000社労士謝金

ふ000

83,000

39,840,000建物管理'給食等委託費等

276,000老健協会等

1,000,000ボランテイア費用等

1,000

8,177,000 334,758,000

4年度補正予算額

補正後予算額

増滅率

326.581,000

334,758,000

2.50%
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令和4年度老健すこやか補正予算(1号)原案

支出の部(2)

事業 4年度当初

役員報酬 27,000

給料手当 520,000

臨時雇賃金 100

法定福利費 98,000

福利厚生費 10,000

研修費 3,150

会議費 1,000

旅費交通費 15,750

通信運搬費

消耗什器備品費 10,500

消耗品費 15,750

修繕費 10,500

印刷製本費 10,500

車両費 22,575

光熱水料費 15,750

賃借料 30,450

保険料 10,500

諸謝金 105,500

租税公課 500,000

法人税等 271,500

委託料 140,000

寄付金

支払利息 100

諸会費

雑費 10,500

退職給付引当資産取得支出 4,909,000

退職給付引当資産取得支出し 49,700

什器備品購入支出

フアイナンス・リース債務返済 534,000

小計 7,321,825

合 5+ 333,902,825

補正額補正後予算

27,000

520,000

100

98,000

10,000

3,150

1,000

15,750

0

10,500

15,750

10,500

10,500

22,575

15,750

30,450

10,500

105,500

500,000

271,500

140,000

0

100

0

10,500

4,909,000

49,700

0

2,000 536,000

2,000 7,323,825

8,179,000 342,081,825

備考(管理費按分率)

10.0%

10.0%

1aoo/o

10で％

10.5%

10.0%

10.5%

105%

105%

105%

105%

105%

105%

105%

100%

100%

54 3%

100%

100%

105%

80 0%

100%

パカン

4年度当初予算額

補正後予算額

増滅率

333,902,825

342,081,825

2.45%



令和4年度老健すこやか第2次補正予算原案

収入の部

ま を 4年度
" � 第1次補正

事業収益 322,968,000

施設介護料収入 164,878,000

施設利用者負担金収入 22,271,000

居宅介護料收入 67,197,000

居宅介護利用者負担金収入 10,444.000

施設利用者等利用料収入 13,160,000

施設利用者等食費収入 27,674,000

施設利用者等居住費収入 9,826,000

居宅介護利用者等利用料収 290,000

居宅介護利用者等食費収入 5,935,000

居宅介護利用者等居住費収 779,000

その他の事業収入 514,000

補助金 29,982,000

地方公共団体補助金収入 600,000

国分寺市補助金收入 28,000,000

介護職員処遇改善支援補助金収 1,382,000

雑収入 750,000

雑収入 750,000

合計 353.700,000

補正額
第2次補正後
予算額

0 322,968,000

備考

164,878,000老健施設介護報酬

22,271.000老健施設介護報酬利用者負担金

67,197,000短期’ディケア介護報酬

10,444.000短期'ディケア介護報酬利用者負担金

13,160,000室料'教養娯楽’日用品等(入所)

27,674,000 (入所)

9,826,000 (入所)

290,000室料'教養娯楽等(短期'ディケア)

5,935,000 (短期’ディケア)

779,000 (短期)

514,000文書料'主治医意見書'謝礼等

5,174,000 35,156,000

5,174,000 5,774,000

28,000,000

1,382.000

66,000 816,000

66,000 816,000テレビカード販売益’自販機手数料等

5,240,000 358,940.000

4年度第1次補正予算額 353,700,000

4年度第2次補正後予算額 358,940,000

増滅率 1.48%



令和4年度老健すこやか第2次補正予算原案

4年度
第1次補正

162,226,000

38,658,000

26,59L000

6.060,000

20,832,000

1.100.000

200.000

145.000

0

80.000

600,000

320.000

3,100,000

200,000

70,000

28.250,000

870,000

3,922,000

330,000

1,000

3,000

83,000

39,840,000

276,000

1.000.000

1.000

334,758,000

補正額

5フフ4,000

7,342,000

2,409,000

16.235,000

第2次補正後 � �
予算額 1)B巧

1 68.000.000

46,000,000短時間バート雇用

29,000.000社会保険料事業主負担

6,060,000医薬品

20,832,000食材費.ガーゼ等診療材料費.趣味活動費.おむつ代

1,100,000健康診断他

200,000制服費用等

145,000研修'図書'研修交通費

0

80,000出張旅費

600,000電話・切手他

320,000備品費

3,600,000印刷’日用消耗品

280,000設備器具修繕費等

70,000

28,250,000雷気'ガス’上下水道料(燃料代高騰のため増

1,000,000燃料費'検査費等

3.922.000コピー・リネン・分包機.マット・寝ち等リース

330,000賠償保険・自動車保険等

1,000社労士謝金

3,000

83,000

39,840,000建物管理・給食等委託費等

276.00Q老健協会等

1,000,000ボランテイア費用等

1.000

350,993,000

4年度第1次補正予算額

4年度第2次補正後予算額

増減率

334,758,000

350,993,000

4.85%

I
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令和4年度老健すこやか(お務:果が作成ゥ

支出の部(2)

東 � 4年度
� 木 第1次補正

役員報酬 27,000

給料手当 520,000

臨時雇賃金 100

法定福利費 98,000

福利厚生費 10,000

研修費 3,150

会議費 1.000

旅費交通費 15,750

通信運搬費 0

消耗什器備品費 10,500

消耗品費 15,750

修繕費 10,500

印刷製本費 10,500

車両費 22,575

光熱水料費 15,750

貢借料 30,450

保険料 10,500

諸謝金 105,500

租税公課 500,000

法人税等 271,500

委ほ料 140,000

寄付金 0

支払利息 100

諸会費 0

雑費 10,500

退職給付引当資産取得支出 4,909,000

退職給付引当資産取得支出(, 49,700

什器備品購入支出 0

フアイナンス・リース債務返済 536,000

小計 7,323,825

合 B+ 342,081,825

は1ホミ第2次補正後
Tmlぼ 予算額

27,000

A 28,000 492,000

100

98,000

10,000

3,150

1,000

15,750

0

10,500

15.750

10,500

10,500

22,575

5,250 21,000

30,450

10,500

105,500

500,000

A 271.500 0

140.000

0

100

0

10.500

4,909,000

49,700

0

536,000

A 294,250 7,029,575

15,940,750 358.022.575

備考(管理費按分率)

100%

100%

10 0%

10.0%

105%

100%

10.5%

105%

105%

105%

105%

105%

105%

105%

1ao%

100%

54.3%

1aoo/o

100%

10 5%

80 0%

10力％

バカ�

4年度第1次補正予算額 342,081,825

4年度第2次補正後予算額 358.022,575

増減率 4.66%



令和4年4月

収支決算書
(令和4年度)
1日から令和 5年3月31日

設

ョ疋目理

gモ巨理,.ガ間

1.収入の部

科目

業収入
地方公共団体助金収入
介護職員等処遇改善支擾捕助金収入

その他の収入
実質損失

又入。き

2.支出の部

科目

お牛
給与ノ貴金
社会保険料
手当
その他
T

国分 局p 土モサービスセンターふ い

一ぶg団ミ人国分 , 星止サービスカカe
T和4 4月1日からT和5 3月31日

【指定管理業務に係る決算報告】

予.

(A)

27,779,000

585,000

115,000

19,000

28,498,000

予 „

(A)

36,671,800

28,690,100

4,148,000

3,329,000

504,700

784,850

166,250

10,500

190,000

80,450

10,500

267,000

60,150

3,681,500

3,661,000

1,427,100

1,051,300

1,182,600

20,500

0

7,053,325

160,000

830,000

4,510,000

542,575

990,000

20,750

0

1,000

381.100

消耗品費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
保険料
力#パlhバ'斗

その他
管理
光熱水費
電気料金
ガス料金
上下水道料金
修繕費
什器備品購入支出
業 7,053,325 6,763,304 95.9%
消耗品費 160,000 39,189 24.5%
賃借料 830,000 821,013 98.9%
委託費 4,510,000 4,446,303 98.6%
車両費 542,575 471,517 86.9%
材料費 990,000 972,351 98.2%
旅費交通費 20,750 12,931 62.3%

法人税
租税公課 1,000 450 0.0%
その他の支出 381,100 323,286 84.8%
実質収益

,=, S 48,573,575 46,808,246 96.4%

【注意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載する二と。
【予算の補正】
別添のとおり

(B)

27,390,330

585,294

117,370

17,837

28,110,831

/ „

(B)

36,323,410

28,583,095

4,062,926

3,317,126

360,263

676,983

142,050

0

186,433

51,765

3,268

267,903

25,564

ム720,813

ム710,913

1,171,162

885,879

653,872

9,900

0

6フ63,304

39,189

821,013

4,446,303

471,517

972,351

12,931

0

450

323,286

予し;

(B-A)

98.6%

93.9%

98.6%

予し;

(B-A)

99.0%

99.6%

97.9%

99.6%

71.4%

86.3%

85.4%

0.0%

98.1%

64.3%

31.1%

100.3%

42.5%

73.9%

74力％

82.1%

84.3%

55.3%

48.3%

(単位：円)

摘要

普通預金利息

(単位：円)

摘要

糸通勤手当は課税対象
※退職引当金.福利厚生費

※

※

※

※

糸

炎

炎

炎

※

※

※

※

※

※

糸

糸

※

糸

し研修費会議費

生活用品・入浴用品等

リネンリース等

�<給食委託費等

※

※給食材料等

※

※支払利息、諸会費、雑費、諸謝金等



1.収入の部

科目

自主業に係る収入
実質損失

又入口き

2.支出の部

科目

自主事業に係る支出
実質収益

【自主事業に係る決算報告】

予 ;

(A)

0

0

予

口
=

(A)
0

0

(B)
0

0

0

(B)
0

0

0

予し;

(B-A)
0力％

0で％

予し;

(B-A)

ao%

ao%

(単位：円)

摘要

(単位：円)

摘要

【注意
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費I二ついては, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。

※収支計算に対する総括’自己評価
令和4年度より1日あたりの定員を24名から15名に変更したため、収入は大き〈シ'少しナニ。しかし人員配
置基準を満たし、また加算取得のための人員が必要であり、人件費は昨年度とほぼ横ばいとなった。定員
を変更したことにより、材料費や委託費は滅少した。
章和3年度より収入、支出ともに減少したが、收入減に対して支出の減少が少なく、稼働率も伸ぴなかった
(59%)ため、赤字が増幅する結果となった。

【指定期間中の状況】

指定管理期間
指定管理収入総合計額(円)
指定管理支出総合計額(円)

指定管理市提示の総額上限額(円)

指定期間中の
決算の状況
令和4年度
計

指定期間中の
自主事業の収支状況

令和4年度
計

パリ�

28,110,831

28,110,831

リ又�

0

0

令和4年4月1日力、ら令和5年3月31日
0

0

支出 収支

46,808,246 A 18,697,415

46,808,246 A 18,697,415

支出

0

0

収支

0

0



【一般管理費(本社経費), 租税公課の算定根拠】

<租税公課>

収入印紙

利子税

巧紙税・重量税

消費税

納税証明書

印鑑証明・住民票

合計

法人会計 ふれあい会計

72.900 450

637

28.200

2,020,800

3,400

2,125,937 450

(法人会計の各会計への按分方法)

当年度の課税収入割合により法人会計の経費を按分している

法人会計

ふれあいへの

按分額

ふれあい会計分

合計

収支計算書別添

【記入例】

※本社経費, 租税公課の科g内訳も記載すること

当qま施設経費

他施設1経費

他施設2経費

他施設3経費

他施設4経費

本社経費

総額

(内訳)人件費, 採用費,

20,000,000円

18,000, 000円

2も000,000円

2も000,000円

1んnon, 000円

5, 000,000円

105, 000, 000円

研修費, 租税公課, 減価償却費, 広告費を計上c

(算定)

.按分率：当該施設経費20,000, 000円/ (緯額105, 000, 000円木社経費5, 000, 000円) 一〇. 2

.当該施設の本社経費：5,000,000円X0.2-1,000,000円

§
 
g



令和4年4月

収支計画書
(令和4年度)
1日から令和5年3月 31日

設

g疋民理

ョ疋g理.間

1.収入の部

科目

事業収入
介護職員等処遇改善支擾補助金収

その他の収入
又入qき

2.出のき

科目

人件費
給与・賃金
社会保険料
手当
その他
事務費
消耗品費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
保険料
"#ン'J�y4
その他
管理費

電気料金
ガス料金
上下水道料金
修繕費
事業費
消耗品費
賃借料
委託費
車両費
材料費
旅費交通費
法人税
租税公課
その他の支出

出qi

し、国分 局T, 土モサービスセンターふ し、
- ;SN団法人国分市建.旨祉サービスカカュ
T和4 4月1日からT和5 3月31日

【指定管理業務に係る収支計画】
(単位：円)

予算額

36,777,000

200,000

1,000

36,978,000

予算額

摘要

("位：円)

摘要

職員被服費・研修費・会議費等

is

39,595,800

31,034,100

4,601,000

3,456,000糸通勤手当は課税対象
504,700糸退職引当金.福利厚生費
784,850糸

166,250※

10,500※

190,000糸

80,450糸

10,500糸

267,000糸

60,150糸

1,776,250糸

1,755,750※

684,400※

504,150糸

567,200糸

20,500※

7,363,325糸

160,000糸生活用品■入浴用品等
830,000糸リネンリース等
4,660,000糸給食委託費等
502,575糸
1,190,000糸

20,750糸

153,500
0

370,100※

50,043,825

絡食材料等

支仏利息■諸会費・雑費等

【注き
科目については, 必要Iこ応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載すること。

※法人全体の予算額から指定管理ふれあいに係る施策を抽出した額であるため、収入額と支出額が
一致していません。



1.収入のき

科目

自主事業に係る収入

又入。き

2.出のi

科目

【自主事業に係る収支計画】

予算額

0

0

予s頁

(A)
0

0

摘要

摘要

自主事業に係る支出
出。き

は意】
科目については, 必要に応じて適宜追加修正すること。
消費税課税対象経費については, 摘要欄(※印)を表示すること。
指定管理業務に係る決算と自主事業に係る決算は分けて記載することc

("位：円)

('位：円)



令和4年度ふれあい補正予算(1号)原案

収入の部

事業

事業収益

居宅介護料収入

4年度当初補正額補正後予算て

36,777,000 A 8,998,000 27,779,000

29,079,000 A 7,130,000 21,949,000通所介護報酬

備考

居宅介護利用者負担金収入4,352,000 A 1,095,000 3,257,000通所介護報酬利用者負担

介護予防・日常生活支援総合事業
1X7.

介護予防・日常生活支援総合事業
利用者負担金収益

530,000 A 104,000

132.000 A 27,000

426,000

105.000

居宅介護利用者等利用料収入 113,000

居宅介護利用者等食費収入2,459,000 A 620,000 1,839,000

3,000 3,000日用品'教養娯楽費

きさきだ入口ml'。A,A,l'。。▼w.l,'IJ 109,000 A 22,000 87,000

補助金 200,000 115,000 315,000

地方公共団体補助金収入 0 200,000

日用品'教養娯楽費‘限度額オー/《’一分

介護予防・日常生活支援総合事業
利用者等利用料収入

介護予防・日常生活支援総合事業和用

介護職員等処遇改善支援補助金収 200,000 A. 85,000

雑収入 1,000 0

受取利息収入 1,000 0

雑収入 0 0

200,000

115,000

1,000

1,000

0

合計 36,978,000 A 8,883,000 28,095,000

4年度当初予算額

補正後予算額

増滅率

36.978,000

28,095,000

24.02%

糸収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ます。



令和4年度ふれあい捕正予算(1号)原案

4年度当初

20,711,000

13.232,000

4,503,000

42.000

4,520,000

58,000

20,000

1.000

48,251,000

補正額補正後予算裏

83,000 20,794,000

13,232,000

備考

1,900,000

4,503,000社会保険料事業主負担

0

1,190,000食材費.趣味活動費・行事関係費・食器等

180,000健康診断他

50,000制服費用等

5,000研修-図書-研修交通費

1,000

5,000出張旅費

190,000電話・切手他

60,000備品費

240,000事務用.日用消耗品防護服

10,000設備器具修繕費等

0

3,640,000電気'ガス’上下水道料

480,000燃料費・検査費等

880.000
リネン’マット・寝具等リース料
送迎車再リース

132,000賠償保険’自動車保険等

1,000社労士謝金

0

42,000

AgクDDnn建物管理’給食等委託費等
"・""・"""消費税増税分含む

58,000東社協会員会費

20,000ボランティア費用等

1,000

1,983,000 50,234,000

4年度当初予算額

補正後予算額

増減率

48.25シ000

50.234,000

4.11%
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令和4年度ふれあい補正予算(1号)原案

支出の部(2)

事業 4年度当初

役員報酬 27,000

給料手当 520,000

臨時雇賃金 100

退職給付費用 0

法定福利費 98,000

福利厚生費 10,000

研修費 3,150

会議費 1,000

旅費交通費 15,750

通信運搬費

消耗什器備品費 10,500

消耗品費 15,750

修繕費 10,500

印刷製本費 10,500

車両費 22,575

光熱水料費 15,750

賃借料 30,450

保険料 10,500

。き謝金 105,500

租税公露 0

法人税等 153,500

委託料 140,000

寄付金

支私利息 100

諸会費

雑費 10,500

退職給付引当資産取得支出 265,000

退職給付引当資産取得支出(檢務課管理 49,700

ファイナンス’リース債務返済支出 267,000

小計 1,792,825

合計 50,043,825

補正額補正後予算_

27,000

520,000

0 100

0 0

0 98,000

0 10,000

0 3,150

0 1,000

15,750

0 0

0 10,500

0 15,750

10,500

10,500

0 22,575

0 15フ50

0 30,450

0 10,500

0 105,500

0

153,500

140,000

0

100

0

10,500

265,000

49,700

267,000

1,792,825

1,983000 52,026,825

4年当初予算額

補正後予算額

増滅率

50,043.825

52,026,825

3.96%

備考(管理費按分率)

■o/o

1ao%

10.5%

10.0%

シノコン

%
 
%

5
 
i
.

%
%
%
%
%
%
%
%

S
S
5
5
5
 
S
 
S
 
5
§

%
 
%
 
%
 
%

g
§
 
5
 
§
 
S



令和4年度ふれあい第2次補正予算原案

収入の部

事業

事業收益

第1次補

2フフ79,000

居宅介護料収入 21,949,000

居宅介護利用者負担金収入3,257,000

介護予防’日常生活支援総合事業
収入

介護予防・日常生活支援総合事業
利用者負担金収益

426,000

105,000

居宅介護利用者等利用料収入 113,000

居宅介護利用者等食費収入1,839,000

3,000

87,000

捕助金 315.000

介護予防’日常生活支援総合事業
利用者等利用料収入

介護予防・日常生活支操総合事業利用
者食費收入

地方公共団体補助金収入 200,000

介護職員等処遇改善支援補助金収 115,000

雑収入 Looo

受取利息収入

雑収入

合計

1,000

0

28,095,000

補正額
第2次補正後
予算額

0 27,779,000

備考

18,000

0

18,000

21,949,000通所介護報酬

3,257,000通所介護報酬利用者負担

426,000

105.000

113,000日用品’教養娯楽費’限度額オーバー分

1,839,000

3,000日用品・教養娯楽費

87,000

385,000 700.000

385,000 585,000

115,000

19,000

1,000

18,000

403,000 28,498,000

4年度第1次補正予算額 28,095,000

4年度第2次捕正後予算額 28,498,000

増滅率 1.43%

*収入と支出の差額については、他会計から繰り入れ(借入)ます。



令和4年度ふれあい第2次捕正予算原案

4年度
第1次補正

20,794,000

13.232,000

4,503,000

0

1.190.000

180,000

50,000

5,000

1,000

5.000

1 90.000

60.000

240,000

10,000

0

3,640,000

480,000

880,000

132,000

1.000

0

42,000

4,520,000

58.000

20,000

1,000

50,234,000

補正額

A 794000

A 2,232,000

A.

40.000

1,000

第2次補正後 �よ
予算額 w巧

20,000.000

11,000,000

4,200,000社会保険料事業主負担

0

1,1 90,000食材費・趣味活動費・行事関係費・食器等

180,000健康診断他

50,000制服費用等

5,000研修-図書-研修交通費

1,000

5,000出張旅費

190,000雷話-切手他

60,000備品費

240,000事務用’日用消耗品防護服

10,000設備器具修繕費等

0

3,640,000電気-ガス’上下水道料

520,000燃料費’検査費等

880,000
リネン・マット・寝具等リース料
送迎車再リース

132,000賠償保険’自動車保険等

1,000社労±謝金

1,000

42,000

..onnnn建物管理‘給食等委託費等
4,520,000 ■idお『、J

RR.noo東社協会員会費

20,000ボランティア費用等

12,000

46,957,000

4年度第1次補正予算額

4年度第2次補正後予算額

増滅率

50,234.000

46,957,000

-6.52%
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令和4年度ふれあい第2次補正予算原案 (総務課が作成)

支出の部(2)

事業

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

退職結付資用

法定福利費

福利厚生費

研修費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

車両費

光熱水料費

賃借料

保険料

ぶ漠金

租税公課

法人税等

委託料

寄付金

支払利息

諸会費

雑費

退職給付引当資産取得支出

退職給付引当資産取得支出(絵務ま管理

フアイナンス・リース債務返済支出

小計

合計

4年度当初

27.000

520,000

100

0

98.000

10,000

3,150

1,000

15,750

補正額補正後予算も

27,000

A. 28,000 492,000

1000

0

0

0

0

0

0

10,500 0

15,750 0

10.500

10,500

22,575 0

15,750 5,250

30,450 0

10,500 0

105,500 0

0

153,500 A 153,500

140,000

100

10,500

265,000

49.700

267,000

1フ92,825 A 176,250

0

98,000

10,000

3,150

1,000

15.750

0

10,500

15,750

10,500

10,500

22575

21,000

30,450

10,500

105,500

0

0

140,000

0

100

0

10,500

265,000

49フ00

267,000

1,616,575

52,026,825 A 3,453,250 48,573,575

4年度第1次補正予算額 52,026,825

4年度第2次補正後予算額 48,573,575

増減率 6.64%

備考(管理費按分率)

10.0%

10で％

10.5%

10.0%

\、n、ソ

%
 
%

s
 
I
.

%
%
%
%
%
%
%

S
5
5
5
5
5
5
5
g

%
%
 
%
 
%

§
 
§
 
5
 
§
 
5


